
横浜歴史さろん2024

  掲載記事から　歴史講座

横浜の歴史を愛する人のWebサイト

横浜の歴史を分かりやすく をモットーにお伝えします。

https://yokohamasalon.link/

横浜好きですか？　「横浜歴史さろん」は、横浜の歴史を語るネット上の「さろん」です。

企画：　 tama 企画・横浜歴史さろん　　主催：ヨコハマ歴史茶論
Eメール： tamakikaku@kanto.me　携帯電話：090-1704-0862（渡辺）

裏面もご覧ください。

各回の開催日時・会場名等、決定次第 Web site「横浜歴史さろん」に掲載します。
メールアドレスを登録されている方には、メールでお知らせします。
申込方法︓各回とも下記 E メール宛に、お申込みください。（メールが届いた方は返信で申込み）
E メールが難しい方は電話か電話番号のショートメールでも可。

・2024年中、6 回以上開催予定、募集は各回ごと。（定員50名 先着順）
・だいたい１～2か月に１回を目途とし、9︓45～11︓45 の時間帯で行います。
・会場は基本、社会福祉センターを予定。その他の場合でも、関内・桜木町近辺
・先々の会場の確保ができないため、日時・会場名をすべて記載できま
　せんが、実施いたします。
・参加費︓一般参加　500～700円
・講座内容︓横浜歴史さろんの趣旨に見合うもの
・講師︓都度異なります。
・可能な限りコバテル先生（顧問）ご出席にてコメントをいただきます。

★

★

コバテル ( 小林照夫 ) 先生プロフィール︓
横浜歴史さろん顧問、関東学院大学名誉教授、
社会学博士、関東学院大学文学部教授、同大学
大学院文学研究科指導教授、その他多くの大学、
研究機関にて講師等を歴任。日本港湾経済学会
元会長。「コバテル」は学生がつけた愛称。
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実施日・会場 テーマ

　 2  月  10 日（ 土 ） 森鴎外と脚気惨害

講師
武藤 利雄

    3  月  12 日（ 火 ）
社会福祉センター901/902

妻木頼黄とその建築 
横浜正金銀行本店、赤レンガ倉庫。そこには、若き日の米国で、
富田鉄之助(後、日銀総裁)、相馬永胤(後、横浜正金銀行頭取)等との交遊が。

奥津 弘高
横浜黒船研究会会員

佐藤 勝久
横浜歴史さろん会員

中島 恒英
横浜黒船研究会会員

コバテル先生
横浜歴史さろん顧問

横浜歴史さろん会員

     4  月  13 日（ 土 ）
社会福祉センター901/902

      6  月   7  日（ 金 ）
社会福祉センター901/902

  7 月 15 日（月・祝 ）
社会福祉センター901/902

10～12月
・ キリスト教諜者・安藤劉太郎のち関信三の半生
・ 英連邦戦死者墓地と外国人捕虜収容所
・ 生麦事件社会福祉センター901/902

主たる実施会場

★  決定次第、追ってお知らせいたします。

候補となっているテーマ

ジョン万次郎ー無念と喜びー

中島家の歴史と中島三郎助の生涯
子孫が語る中島家と中島三郎助をめぐる幕末の世界

横浜における近代医療の始期
～医療宣教師ヘボンとシモンズの業績を中心に～

〜

ー終了しました。ー

ー終了しました。ー


